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保育実習Ⅱ 2 後期 演習 1 神田諭志、中萩知治、松永久子 

⭕授業の到達目標及びテーマ 

・保育所の役割や機能について、具体的実践を通して理解を深められている。 

・保育実習Ⅰを踏まえ、子ども理解、子どもの保育及び保護者支援について、総合的に理解している。 

・保育計画の立案、実践、記録などの振り返り及び自己評価について、理解を深められている。 

・実習における自己課題を明確化することができる。 

⭕授業の概要 

保育所保育を、具体的実践から総合的に理解する。保育、保護者・家庭への支援と地域社会との連携、保育士の

業務と職業倫理について理解を深める。記録、指導計画の作成・実践、実習における自己課題を明確化する。 

⭕内容 

１．保育所の役割や機能の具体的展開 

 （１）養護と教育が一体となって行われる保育所保育の理解を深める。 

 （２）保育所の社会的役割と責任を理解する。 

２．観察に基づく保育の理解 

 （１）子どもの心身の状態や活動の観察を行うことにより、子ども理解を深める。 

 （２）保育士等の動きや実践を観察することにより、かかわり方や援助方法についての理解を深める。 

 （３）保育所における生活の流れや展開を把握し、実践に活かす。 

３．子どもの保育及び保護者・家庭への支援と地域社会等との連携 

 （１）環境を通して行う保育、生活や遊びを通し、総合的に行う保育実践を理解する。 

 （２）入所している子どもの保護者支援及び地域の子育て家庭への支援について理解する。 

 （３）地域社会との連携について理解する。 

４．指導計画の作成、実践、観察、記録、評価 

 （１）全体的な計画に基づく指導計画の作成・実践・省察・評価と保育の過程について理解する。 

 （２）作成した指導計画に基づく保育の実践と評価について理解する。 

５．保育士の業務と職業倫理 

 （１）多様な保育の展開と保育士の業務について理解する。 

 （２）多様な保育の展開と保育士の職業倫理について理解する。 

６．自己課題の明確化 

 （１）保育士を目指す者として、今後の自己課題を明確にする。 

⭕テキスト 

  新保育基本シリーズ⑳ 「保育実習」  公益財団法人児童育成協会監修   中央法規 

⭕参考書・参考資料等  

「幼稚園教育要領解説」（最新版）文部科学省．フレーベル館   

「保育所保育指針解説」（最新版）厚生労働省．フレーベル館  

「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」（最新版）内閣府・文部科学省・厚生労働省．フレーベル館 

⭕学生に対する評価 

 実習園からの評価70％  実習記録などの提出物30％    



 


